
平
成
三
十
＿
年
も
数
日
後
に
「
令
和
元
年
」
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
き
、
本
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し

た。
元
号
の
「
令
和
」
は
古
典
で
「
万
葉
集
」
の
梅
花
の

歌
を
大
宰
府
で
花
見
の
宴
を
開
い
た
「
大
伴
旅
人
」

の
宴
の
序
文
よ
り
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

遠
い
昔
の
日
々
を
忍
び
、
人
々
が
美
し
い
心
を
寄

せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
町
内
に
歴
史
文
学
の
著
者
で
あ
り
ま
す
「
鈴
木
克

久
氏
」
を
迎
え
ま
し
た
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
新
撰
組
、

伊
東
瀧
三
郎
、
民
三
郎
を
お
っ
て
」
と
題
し
、
ご
講
演

を
賜
り
ま
し
た
。

幕
末
の
動
乱
の
頃
、
新
微
組
の
隊
士
と
し
て
生
き

た
方
が
東
金
市
川
場
の
人
で
、
伊
東
瀧
―
二
郎
と
言
い

「
市
中
見
回
り
」
の
役
目
を
任
い
、
浪
士
組
二
百
五

十
名
で
組
織
さ
れ
、
後
に
新
微
組
と
改
名
さ
れ
て
、

柳
剛
流
（
り
ゅ
う
こ
う
り
ゅ
う
）
の
剣
術
道
場
を
開
い

た
人
物
で
あ
り
、
江
戸
市
中
の
警
備
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。
幕
末
の
激
動
の
波
の
中
で
後
に
庄
内
の
山

形
県
鶴
岡
の
地
で
生
涯
を
送
り
、
後
継
ぎ
の
民
三
郎

令
和
元
年
の
総
会
を
終
え
て
会

長

内

山

い

つ

第 10号
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末に十の郷九 ごしに 1 近新で昭は 三十 年

期
の
郷
土
（
東
金
市
川
場
）
出
身
の
新
徴
組
隊
士
伊

東
瀧
三
郎
に
つ
い
て
の
作
品

『
峠
越
え
』
を
発
表
さ
れ
た
｝

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

講
演
は
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
事
皇
蒙・
曇
量

新
撰
組
」
一
伊
東
瀧
三
郎
．

I

民
三
郎
を
追
っ
て
＿
と
い

う
題
で
、
作
品
創
作
の
き
っ

か
け
か
ら
作
品
の
波
紋
に

つ
い
て
、
平
明
に
話
さ
れ
ま

し
た
。
四

0
名
近
く
の
出

席
者
は
、
幕
末
の
遠
い
話

か
と
の
予
想
に
反
し
て
、
と
て
も
身
近
な
話
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
配
布
資
料

の
目
次
で
紹
介
し
ま
す
。

1
「
市
中
見
廻
日
諸
留
」
と
の
出
会
い

2
新
徴
組
（
浪
士
組
）
と
は

3
庄
内
（
山
形
県
）
へ
下
っ
た
新
徴
組

4
庄
内
鶴
岡
を
訪
ね
て

5

『
峠
越
え
』
の
波
紋

6

そ
の
後
墓
の
土
本
住
寺
過
去
帳

配
布
資
料
の
年
表
に
は
、
瀧
三
郎
と
そ
の
子
民
＿
二

郎
の
生
涯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
八
二
六
（
文
政

九
）
年
、
瀧
三
郎
の
出
生
か
ら
一
九
＿
四
（
大
正
＝
＿
）

年
、
民
三
郎
の
死
去
ま
で
。
報
告
者
の
感
想
で
恐
縮

で
す
が
、
こ
の
年
表
と
両
親
祖
父
母
の
年
代
と
を
重

ね
ま
す
と
、
幕
末
明
治
が
、
そ
ん
な
に
遠
い
出
来
事

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
例
え
ば
、
民
三

郎
の
長
男
重
松
は
明
治
五
年
生
ま
れ
o

I

」
の
翌
年
に
、

片
貝
の
文
化
人
の
中
西
月
華
や
私
の
祖
父
が
出
生
。

民
三
郎
死
去
の
＝
＿
年
後
、
月
華
の
末
女
富
江
さ
ん

と
私
の
母
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。



川

島

秀

臣

最
後
に
講
演
者
鈴
木
克
久
氏
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
て
お
き
ま
す
。
鈴
木
氏
は
昭
和
十
八
年
、
片
貝
町

（
現
、
九
十
九
里
町
片
貝
）
の
生
ま
れ
。
す
で
に
少
年

の
頃
か
ら
美
術
や
郷
土
史
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
結
実
し
、
真
忠
組
を
題
材
に
し
た
長
編

小
説
『
別
れ
霜
＿
風
説
九
十
九
里
真
忠
組
一
』
（
平

成
二
十
四
年
、
涌
書
房
）
、
そ
の
続
編
『
虎
落
笛
一

九
十
九
里
真
忠
組
余
聞
一
』
（
平
成
二
十
六
年
、
安

藤
書
房
）
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
鈴
木
氏
は
『
別
れ

霜
』
の
あ
と
が
き
に
「
中
学
生
の
頃
、
従
兄
の
吉
田
博

氏
に
誘
わ
れ
て
、
作
田
川
南
岸
に
あ
る
ち
っ
ぽ
け
な
、

「
三
浦
帯
刀
楠
音
二
郎
墓
」
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
、

「
真
忠
組
」
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
最
初
で
あ
っ
た
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
好
き
な
少
年
に
、
郷
土
の

歴
史
の
与

xる
大
き
な
影
響
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

因
み
に
九
十
九
里
郷
土
研
究
会
の
創
設
は
、
も
と

も
と
は
、
教
育
委
員
会
主
催
の
「
郷
土
史
研
究
会
」
の

復
活
を
願
っ
た
鈴
木
氏
が
、
教
育
長
時
代
に
懇
談
会

を
開
催
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
（
齊
藤
功
）

伊
能
忠
敬
親
子
苗
字
帯
刀
認
可
の
こ
と

佐
原
の
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
の
国
宝
文
書
の
中

に
次
の
様
な
文
書
が
あ
る
。
佐
原
村
の
百
姓
二
人
が

寛
政
十
一
年
(
-
七
九
九
）
十
二
月
、
翌
年
＿
月
八

人
が
忠
敬
と
息
子
景
敬
の
功
績
を
以
て
評
定
所
に

両
人
に
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
様
箱
訴
（
江
戸
評
定

所
門
前
に
設
置
さ
れ
た
目
安
箱
に
訴
状
を
入
れ
る

こ
と
。
八
代
将
軍
吉
宗
が
実
施
）
を
し
て
、
そ
れ
が
認

差
上
申
一
礼
の
事

津
田
山
城
守
知
行
下
総
国
佐
原
村
百
姓
源
兵
衛

外
壱
人
は
去
々
年
未
年
十
二
月
、
同
村
藤
左
衛

門
外
七
人
は
去
甲
年
正
月
中
、
三
郎
右
衛
門
（
忠

敬
長
男
景
敬
）
、
井
親
勘
解
由
（
忠
敬
）
先
祖
よ
り

申
送
り
相
守
り
、
村
内
取
計
等
宜
敷
段
申
立
、

両
度
御
箱
訴
仕
り
候
二
付
、
右
の
者
共
御
呼
出

し
御
吟
味
こ
れ
有
り
、
猶
又
三
郎
右
衛
門
義
も

御
吟
味
の
上
左
の
通
り
仰
せ
渡
さ
れ
候

一
、
三
郎
右
衛
門
先
祖
天
正
年
中
佐
原
村
へ
罷

越
住
居
仕
候
依
来
代
々
村
方
為
二
相
成
候

義
を
心
掛
、
引
続
き
勘
ケ
由
義
申
送
り
相

守
、
村
内
困
窮
人
等
相
憐
、
類
焼
二
逢
候

も
の
へ
米
銭
食
類
等
合
力
い
た
し
、
凶
年
又

は
出
水
等
の
節
村
内
は
勿
論
近
郷
迄
も
夫

食
貸
渡
し
、
或
は
合
力
い
た
し
、
貧
窮
二
て

年
貢
納
め
難
き
も
の
へ
は
弁
納
の
儀
取
計
ひ
、

米
穀
払
底
高
値
の
節
は
窮
民
救
方
の
儀

品
々
心
を
用
ひ
、
都
て
平
日
村
内
撫
育
の

志
厚
く
、
且
三
郎
右
衛
門
儀
は
幼
少
よ
り

考
心
二
て
父
の
申
教
二
随
ひ
代
々
申
送
り

相
守
り
公
儀
を
重
じ
地
頭
所
を
大
切
二

い
た
し
、
平
日
人
を
労
り
村
内
貧
窮
二
て
年

貢
納
め
難
き
も
の
ハ
弁
納
い
た
し
遣
し
、
亦

は
貧
家
の
長
病
人
、
産
婦
等
へ
手
当
い
た
し
、

類
焼
の
も
の
を
労
り
、
且
困
窮
二
て
潰
れ
及

ぶ
べ
き
も
の
、
又
ハ
荒
地
起
返
等
の
手
当
と

し
て
積
金
の
心
懸
等
い
た
し
、
右
体
先
祖
よ

可
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
奉
行
所
宛
の
謝
礼
状
で
あ

る。

り
数
代
申
送
り
相
守
り
、
惣
て
村
方
為
二

相
成
候
儀
共
常
々
取
計
候
段
奇
特
の
志
二

付
、
御
褒
美
と
し
て
三
郎
右
衛
門
へ
御
銀
拾

枚
下
置
か
れ
、
苗
字
は
子
孫
迄
名
乗
、
帯

刀
ハ
其
身
＿
代
御
免
仰
付
ら
れ
勘
ヶ
由
義

は
御
銀
拾
枚
下
レ
置
か
れ
苗
字
帯
刀
共
其

身
一
代
御
免
抑
付
ら
れ
候

＿
、
源
兵
衛
外
壱
人
、
藤
左
衛
門
外
七
人
の
も
の
ど

も
儀
は
、
右
三
郎
右
衛
門
井
同
人
親
勘
ヶ
由

奇
特
の
取
計
こ
れ
有
旨
申
立
候
段
、
神
妙
の
義

ニ
付
御
褒
置
か
れ
候

右
の
通
り
仰
渡
さ
れ
冥
加
至
極
有
り
難
く
畏
奉
り

候
、
例
て
御
証
文
差
上
申
処
件
の
如
し

寛
政
十
三
酉
年
正
月
廿
九
日
百
姓
―
二
郎
右
衛
門

御
奉
行
所
右
同
人
親
当
時
隠
居
勘
解
由

（
以
下
箱
訴
人
名
等
略
）

寛
政
六
年
（
一
七
九
六
）
四
十
九
歳
で
隠
居
し
て
家

督
を
長
男
景
敬
に
譲
り
、
江
戸
に
出
て
幕
府
天
文

方
高
橋
至
時
の
門
下
と
な
っ
た
忠
敬
は
、
師
の
勧
め

も
あ
っ
て
蝦
夷
地
測
量
、
さ
ら
に
各
地
の
正
確
な
地

図
作
成
に
意
欲
を
強
め
る
。
し
か
し
百
姓
の
隠
居
で

は
測
量
許
可
は
な
か
な
か
出
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
佐

原
の
人
々
が
忠
敬
親
子
の
武
士
身
分
に
準
ず
る
苗

字
帯
刀
を
求
め
て
箱
訴
を
し
た
背
景
に
は
身
分
を

高
め
て
測
景
許
可
を
勝
ち
取
る
願
が
こ
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
両
人
が
苗
字
帯
刀
を
許
可
さ
れ
た

の
は
寛
政
十
三
年
（
享
保
元
年
・
＿
八
〇
＿
）
一
月
で

あ
る
。
時
に
忠
敬
五
十
六
歳
。
幕
府
「
御
用
」
と
し
て

全
国
測
量
の
体
制
が
整
っ
た
の
で
あ
っ
た
。



い
よ
い
よ
平
成
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
新
年
号
を

あ
れ
こ
れ
想
像
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
し
た
所
、
ふ

と
思
い
出
し
た
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
十
五
年
の
五
月
十
八
日
の
事
で
す
。
全
国

植
樹
祭
の
式
典
の
折
に
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
、

九
十
九
里
の
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
」
に
ご
宿
泊
に
な
り
、
そ
の

翌
日
に
地
引
網
を
御
覧
に
な
ら
れ
「
い
わ
し
博
物
館
」

を
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
節
、
私
達
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ
会
員
（
老
人
会
）
の
数
十
名
は
公

民
館
に
ロ
ー
プ
の
張
ら
れ
た
場
所
に
整
列
を
し
て
、

両
陛
下
の
お
出
ま
し
に
な
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

公
民
館
正
面
の
ド
ア
が
開
き
、
両
陛
下
の
お
姿
が

目
前
に
現
れ
た
時
は
、
美
智
子
妃
殿
下
の
お
美
し
さ

に
息
を
の
み
ま
し
た
。
皆
、
い
っ
せ
い
に
感
嘆
の
声
を

上
げ
、
涙
を
流
す
人
も
あ
り
ま
し
た
。
や
が
て
お
車

に
乗
ら
れ
お
手
を
振
ら
れ
去
ら
れ
る
ま
で
、
私
た
ち

は
身
動
き
も
せ
ず
立
ち
尽
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
十
五
年
両
陛
下
も
御
高
齢
と
な
ら
れ
、

い
よ
い
よ
御
退
位
も
近
づ
き
淋
し
さ
と
感
慨
ひ
と
し

お
で
す
。
天
変
地
異
の
多
か
っ
た
平
成
を
陛
下
御
夫

妻
は
ひ
た
す
ら
、
被
災
地
を
訪
ね
ら
れ
人
々
に
寄
り

添
い
な
が
ら
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
姿
に

深
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
又
、
先
の
戦
争
の
被
災

地
も
訪
ね
ら
れ
、
戦
後
七
十
三
年
、
戦
争
が
な
く
無

事
に
過
ご
せ
た
事
を
心
を
こ
め
て
話
さ
れ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま

す。

平
成
が
終
る
時
の
感
慨
染

谷

佳

子

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
に
着
任
し
た
現
任
校

は
亡
父
の
母
校
で
す
。
父
の
生
家
・
父
方
の
祖
母
の

生
家
・
母
方
の
伯
母
の
嫁
い
だ
家
を
始
め
と
し
て
親

戚
や
遠
縁
の
家
が
学
区
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

創
立
の
時
代
か
ら
数
え
る
と
私
の
親
族
は
五
十
人

以
上
が
豊
海
小
学
校
の
卒
業
生
で
す
。
定
年
ま
で
残

す
と
こ
ろ
五
年
と
な
っ
た
年
度
に
我
が
一
族
に
縁
の

深
い
小
学
校
に
奉
職
す
る
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
に
は

亡
き
両
親
や
先
祖
の
導
き
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す。校
門
脇
に
イ
チ
ョ
ウ
の
大
樹
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
芽
吹
き
の
頃
で
し
た
。
そ
の
イ
チ
ョ
ウ
と
並
ん
で
石

碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
始
め
に
目
に
し
た
裏
面
に
大
勢

の
人
々
の
名
前
が
刻
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
＿
番
右
の

行
の
私
の
目
の
高
さ
の
部
分
に
「
佐
瀬
榮
蔵
」
と
父
方

の
曾
祖
父
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
曾
祖
父
は
幕
末

の
文
久
二
年
(
-
八
六
二
年
）
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一

九
四

0
年
）
ま
で
生
き
ま
し
た
。
亡
父
が
豊
海
小
学

校
高
等
科
在
学
の
頃
に
曾
祖
父
か
ら

「
俺
は
清
水
の
次
郎
長
と
同
じ
時
代
を
生
き
た
。
」

と
、
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

碑
の
表
の
前
半
に
は
漠
文
を
、
後
半
に
は
漢
字
四

文
字
の
句
を
漢
詩
の
よ
う
な
体
裁
で
二
十
八
句
刻

ん
で
あ
り
ま
す
。
後
半
の
末
尾
に
は
「
西
祁
松
齢
刻
」

と
あ
り
ま
す
。
裏
面
に
は
「
校
舎
新
築
費
寄
附
者
氏

名
」
（
二
百
三
十
七
名
）
、
右
の
下
の
部
分
に
は
当
時

の
豊
海
村
の
村
長
・
工
事
委
員
（
二
十
名
）
・
設
計
技

師
(
-
名
）
の
氏
名
が
あ
り
ま
す
。
両
面
と
も
＿
字
の

摩
滅
や
損
壊
も
あ
り
ま
せ
ん
。
碑
の
文
字
は
初
唐
の

石
碑
と
父
子
四
代
の
公
孫
樹

豊
海
小
学
校
教
諭
佐
瀬
雅
彦

三
大
家
の
＿
人
の
歌
陽
詢
の
代
表
作
「
九
成
宮
醒
泉

銘
」
を
思
わ
せ
る
起
筆
収
筆
に
鋭
さ
の
あ
る
端
正
な

楷
書
で
す
。
高
校
生
の
頃
か
ら
書
道
を
学
ん
で
い
る

私
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
文
字
に
触
れ
る
機
会

を
得
た
こ
と
は
、
素
人
な
が
ら
能
筆
家
と
言
わ
れ
て

い
た
祖
父
の
導
き
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
年
の
十
日
間
の
連
休
を
使
っ
て
碑
の
解
読
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
表
は
当
時
の
山
武
郡
長
の
行
方
幹

氏
の
撰
文
で
、
明
治
人
の
教
養
の
高
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
本
文
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。
当
時

の
豊
海
村
の
人
々
が
勤
勉
で
あ
っ
た
I

J
と
。
日
露
戦

争
の
戦
勝
記
念
と
し
て
地
域
の
声
の
高
ま
り
か
ら
校

舎
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
費
用
の
半
分
を
村
民

の
寄
附
で
賄
っ
た
こ
と
。
村
民
が
学
校
教
育
に
大
い
に

ご

口

｀

＇

期
待
し
て
い

る
こ
と
な
ど
t

l

で
す
。こ
の
石
碑
f

の
傍
ら
に
登

え
立
っ
て
い
慕
]
痰

る
イ
チ
ョ
ウ
{
i:r
]

は
石
碑
と
共

に
豊
海
小
学
校
の
歴
史
を
見
続
け
て
き
た
大
樹
で

す
。
イ
チ
ョ
ウ
の
漢
名
「
公
孫
樹
」
は
「
祖
父
の
代
に
植

え
て
、
孫
の
代
に
一
人
前
に
な
る
樹
木
」
と
言
う
意

味
で
す
。
文
久
・
慶
応
•
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
五
つ
の

時
代
を
生
き
た
曾
祖
父
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
石

碑
を
見
る
と
、
本
家
に
あ
る
遺
影
の
肖
像
画
の
曾
祖

父
の
顔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
こ
の
公
孫
樹
が
若
木

だ
っ
た
明
治
後
期
に
は
曾
祖
父
は
壮
年
で
祖
父
は
青

年
、
成
長
中
の
昭
和
初
期
は
父
が
学
童
の
頃
で
し
た
。

大
樹
と
な
っ
た
令
和
の
現
代
で
は
曾
祖
父
の
曾
孫
で



還
暦
が
近
づ
い
た
私
が
曾
祖
父
達
と
同
じ
場
所
で
同

じ
石
碑
を
見
て
い
ま
す
。

曾
祖
父
も
見
つ
め
た
り
し
か
公
孫
樹
の
芽

準
優
勝
甲
子
園
の
春

第

91
回
選
抜
高
校
野
球
、
平
成

31
年

3
月

23

日
開
幕

10
年
ぶ
り
4
回
目
の
出
場
、
習
志
野
は
創

立
6
年
目
の
一
九
六
二
年
夏
に
甲
子
園
初
出
場
を

果
た
し
て
い
る
。
そ
の
偉
業
の
陰
に
は
「
甲
子
園
が
先

か
東
大
合
格
が
先
か
」
と
生
徒
を
鼓
舞
し
た
初
代
校

長
山
口
久
太
氏
の
姿
が
あ
っ
た
。
「
雑
草
の
如
く
這

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
望
み
ま

す。
32
校
が
出
場

12
日
間
に
わ
た
り
兵
庫
県
西
宮
市

の
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
地
区
予
選
第

1
回
戦
は
船
橋
合
同
チ
ー
ム

1
2
_
0
、
代
表
決
定

戦
は
県
船
橋

4
_
3
、
準
々
決
勝
は
千
葉
敬
愛

7

_
0
、
準
決
勝
銚
子
商
業

6
_
1
、
県
大
会
決
勝

は
中
央
学
院
に
敗
れ
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
日
々
練
習
を
積
み
重
ね
、
関
東

大
会
で
は
ベ
ス
ト

4
と
い
う
結
果
を
残
す
事
が
で
き

ま
し
た
。
二
人
の
主
将
を
中
心
と
し
た
今
年
の
チ
ー

ム
は
学
年
を
超
え
て
仲
が
良
く
、
選
手
間
の
連
携
も

あ
り
「
全
員
野
球
」
を
胸
に
粘
り
強
く
執
念
と
根
性

で
進
ん
で
行
く
と
思
い
ま
す
。

1
回
戦
拓
大
紅
陵

2

1
1
、

2
回
戦
市
立
柏
3
1
1
、

3
回
戦
は
佐
倉

7
ー
〇
、
決
勝
は
中
央
学
院
に

2
ー
6
で
敗
れ
た

が
で
も
千
葉
県
か
ら

2
チ
ー
ム
が
出
場
可
能
嬉
し

い
事
で
す
。
関
東
大
会
1
回
戦
桐
生
第
一
（
群
馬
県
）

小

沢

君

代

3
_
1
、
準
々
決
勝
東
海
大
甲
府
（
山
梨
県
）

8
1

4
、
準
決
勝
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
県
）
に

2
_
4
で

敗
れ
3
月

15
日
の
出
場
有
力
に
は
胸
を
踊
ら
せ
て

発
表
を
待
ち
ま
し
た
。
習
志
野
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
レ

ッ
ツ
ゴ
ー
習
志
野
」
は
吹
奏
学
部
の
ド
ラ
ム
音
に
合
わ

せ
て
、
タ
ン
バ
リ
ン
を
鳴
ら
し
て
踊
る
、
ま
た
陰
の
カ

の
3
人
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
給
水
ボ
ト
ル
を
用
意
、
グ

ラ
ン
ド
や
部
屋
の
掃
除
を
し
た
り
、
合
宿
や
試
合
に

も
同
行
し
て
選
手
の
活
動
を
支
え
、
寒
空
の
下
、
水

仕
事
で
手
が
あ
か
ぎ
れ
す
る
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
あ

り
、
で
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
選
手
の
言
葉
に
気

持
ち
を
新
た
に
す
る
と
い
う
。

開
会
式
後

2
日
目
、

3
月

24
日
（
日
）
、
第

1
回

戦
日
章
学
園
（
宮

崎
県
）

8
_
2
、

初
戦
春

1
勝
と

な
る
、
初
回
か
ら

7
点
リ
ズ
ム
に
乗

る
、
二
番
打
者
背

番
号

4
、
孫
拓
海

は
「
バ
ン
ト
絶
対
に

決
め
る
」
と
打
席
一
t
 

に
入
り
走
者
を
二

塁
に
進
め
た
。
第

2
回
戦

28
日
（
木
）

星
稜
（
石
川
県
）

3

_
1
、
全
国
制
覇
の
鍵
を
に
ぎ
る
チ
ー
ム
で
も
よ
く

や
っ
た
。
第
3
回
戦

31
日
（
日
）
市
川
和
歌
山
（
和
歌

山
県
）

4
ー
3
、
第

4
回
戦
準
決
勝
明
豊
（
大
分

県）

6
_
4
、
決
勝
東
邦
（
愛
知
県
）

0
_
6
で
負
け

た
。
明
豊
逆
転
勝
ち
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
も
＿
球
＿
球
に

思
い
を
込
め
キ
ャ
ッ
チ
ャ
—
の
グ
ロ
ー
ブ
め
が
け
、
気

温
の
変
化
が
大
き
い
中
、
顔
に
は
汗
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は

活
躍
の
色
、
守
る
選
手
の
動
き
に
は
気
塊
と
笑
顔
、

3
点
を
失
い
な
が
ら
も
、
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
、
フ
ォ
ー
ク
、

ス
プ
リ
ッ
ト
と
相
手
の
打
者
と
の
駆
け
引
き
、
孫
の

打
順
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
ち
、
バ
ッ
ト
を
短
く
持

っ
て
立
ち
「
ど
う
か
＿
発
飛
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
合
掌
、

5
回
裏
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ロ
ー
で
守
る
こ
と
が
出
来
た
。

打
者
の
強
振
の
打
球
を
半
身
で
と
り
＿
塁
へ
送
球
ア

ウ
ト
、
他
の
選
手
よ
り
小
柄
な
も
の
の
小
技
と
根
性

に
拍
手
。

7
回
表
に
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
同
点
と
し
た
。
結

果
を
残
す
事
が
で
き
決
勝
戦
と
な
る
。
「
走
・
攻
・
守
」

す
べ
て
の
能
力
の
す
ば
ら
し
い
東
邦
に
は
完
敗
。
準
決

勝
と
な
る
感
動
「
あ
り
が
と
う
」
と
涙
を
ふ
い
た
。
人

格
完
成
さ
れ
た
指
導
者
、
先
輩
、
友
達
に
恵
ま
れ
た

毎
日
楽
し
く
練
習
し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
ま
す
。
夏

も
頑
張
れ
！
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一
一
事
務
局

B
誌

―

―

―
―
・
六
月
二
十
四
日
（
月
）
、
二
十
五
日
（
火
）
―
―

―
―
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里
主
催
『
文
学
碑
め
ぐ
り
』
（
講
師
｛
内
一
―

――
 ―
―

山

会

長

、

谷

川

良

枝

）

―

―

ー
ー
参
加
者
の
関
心
が
深
く
、
岡
山
か
ら
来
た
方
は
「
夢
二
の
一
―

―
―
碑
が
あ
る
の
に
感
激
し
た
」
と
の
こ
と
。
―
―

―
-
.
『
九
十
九
里
町
誌
』
資
料
集
第
二
十
五
集
編
集
中
、
十
月
―
―

――
 

――
 

＿

一

に

発

刊

予

定

一

一
一
木
島
先
生
の
ご
尽
力
、
町
当
局
の
ご
支
援
に
よ
り
、
い
よ
ぃ
―
―

―
―
ょ
発
刊
の
運
び
に
な
り
ま
す
。
二
十
年
振
り
の
資
料
集
が
―
―

―

―

出

来

上

が

り

ま

す

。

―

―

＿

＿

―

―
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I
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編
纂
撞
記

令
和
に
な
っ
て
の
初
め
て
の
『
通
信
』
が
や
っ
と
発
行
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
か
ら
の
投
稿
を
頂
き
ま
し
た
が
、
紙
面
の

関
係
で
カ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
掲
載
で
き
な

か
っ
た
原
稿
は
次
号
ま
わ
し
に
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


